
我が国は、森林資源を利用してきた長い歴史の中で、スギの優れた性質を見

いだし、人工林として造成して建築や生活道具等に必要な木材を生産する仕組

みを育んできた。さらに、第二次世界大戦後は、荒廃した国土の緑化や旺盛な

木材需要への対応といった社会的要請に応え、スギ等の人工林を拡大させてき

た。一方で、これらの人工林が成長するにつれて、スギ花粉等によるアレルギ

ー疾患が顕在化し、国民を悩ませる社会問題となっている。

スギ花粉の発生源対策としては、これまで花粉の少ない品種の開発・普及や

植替え等の取組が進められてきたが、令和５（2023）年４月に「花粉症に関する

関係閣僚会議」が設置され、同年５月には「花粉症対策の全体像」において花粉発

生源対策を加速化させる道筋が示された。今後は、森林の有する地球環境保全

機能や国土保全機能、木材生産機能などの多面的機能を高度に発揮させつつ、

それらと調和した形で花粉発生源を減らしていく取組を進めていくこととなる。

本特集では、スギ等の人工林が造成されてきた経緯やスギ花粉症等の顕在化

と対応の経緯を解説するとともに、伐採・植替えの加速化や木材需要の拡大等

の施策を総合的に推進するという花粉発生源対策の方向性や、花粉発生源対策

を含め国民の多様なニーズに対応した森林を育むという今後の森林整備の方向

性について紹介する。
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花粉と森林

花粉が飛散するスギ林(令和６(2024)年３月上旬撮影)
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4 令和５年度森林及び林業の動向

 

 

１．森林資源の利用と造成の歴史 

(１)森林資源の利用拡大と造林技術の発達 
(森林資源の利用拡大の歴史) 

有史以前の日本列島は、日本の固有種であるスギやヒノキ等の針葉樹が、気候に応じて
落葉広葉樹のブナや常緑広葉樹のシイ・カシ類等と様々な割合で混交し、広葉樹林の樹冠
層を針葉樹が突き抜けるような林相の森林によって広く覆われていたと考えられている
1(資料 特－１)。例えば静岡県の登呂遺跡では建築物や道具類、田や畔を区画する矢板な
どにスギ材が使われていたとともに、周囲でスギやシラカシ等の埋没林が発見されたこと
からも、低地にも天然のスギ林が広く分布していたと考えられている2。なお、現在、日本
各地に残されている原生的な森林のうち、広葉樹や針葉樹がそれぞれ純林の様相を呈して
いる森林の中には、人間が針葉樹や広葉樹を選択的に伐採したことが関係しているところ
も多いと考えられている3。 

奈良時代に入ると、大規模な建築物の造営等により、建築用材として優れた特性を持つ
スギやヒノキ等の針葉樹の伐採が進んだ。時代を追って大径の良材は減少し、伐採の範囲
は畿内から次第に拡大していった。 
(造林技術の発達)  

江戸時代を迎える頃になると、森林の荒廃による災害の発生が深刻となり、幕府や各藩
によって留山

とめやま
など森林を保全

するための規制や公益的機能
の回復を目的とした造林が推
進されたほか、スギやヒノキ
の天然資源が減少してきた中
で積極的に資源を造成する観
点から、山城国(京都府)の北
山地域や大和国(奈良県)の吉
野地域、遠江国(静岡県)の天
竜地域等で、スギやヒノキを
植栽する人工造林が開始され
た。さらに、その他の河川での
流送が可能な地域でも、大都
市等での需要に対応して木材
生産を目的とする造林が拡大
し、現在に至る伝統的な林業
地が形成された(資料 特－
２)。 

 
1 湯本貴和編「シリーズ 日本列島の三万五千年－人と自然の環境史６ 環境史をとらえる技法」(2011) 
2 鈴木三男「日本人と木の文化」(2002) 
3 堤利夫編「造林学」(1994) 

資資料料  特特－－１１  各地の原生的なスギ天然林 

自生山スギ希少個体群保護林 
(宮城県大崎市) 

春日山原始林 
(奈良県奈良市) 

資資料料  特特－－２２  各地のスギ林業地 

吉野地域(奈良県) 飫肥地域(宮崎県) 
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このような経緯の中で、スギやヒノキの育苗、植栽、保育等の技術の発達及び普及が進
んだ。特にスギは、各地域の地理的・気候的な特徴に合った多様な品種系統が存在したこ
とや、幅広い立地で生育が可能であること、成⾧が早い、面積当たりの収穫量が多いとい
った利点があるとともに、通直で柔らかいため加工しやすく、建築物や船、生活用具等の
幅広い用途に利用できることから、全国各地で造林された。 

スギの施業方法は一定の区域をまとめて伐採して植栽し同齢林を造成するものが多く、
目的とする木材の形状や性質に応じて、植栽本数や間伐の回数、伐期(植栽から最終的な伐
採までの期間)は多様なものとなった。例えば、吉野地域ではスギを密植(１万本/ha程度)
し、間伐を繰り返すことで、様々な太さの丸太を生産して各種の需要に応えるとともに、
⾧期間をかけて育成された大径材は年輪が細かく完満で無節の材が採れることから日本酒
等を運搬する樽の材料として使われた。日向国(宮崎県)の飫

お
肥
び

藩では、油脂分に富み弾力
性のある飫肥スギの特徴を活かして、単木の成⾧に重点を置いた疎植により成⾧を促して
造船用の大径材を生産していた。 

明治時代に入ると、近代産業の発展に伴って建設資材や産業用燃料等の様々な用途に木
材が使われるようになり、国内各地で森林伐採が盛んに行われたため、森林の荒廃は再び
深刻化し、災害が頻発した。その後、明治30(1897)年に森林法が制定され、保安林制度の
創設等によって森林の伐採を本格的に規制するなど森林の保全を図る措置が講じられた。
さらに、民有林において吉野地域などの先進林業地を模範とした林業技術の改良・導入の
意欲が高まり、特に日清・日露戦争後は、木材需要の増大を背景に各地で林業生産が盛ん
となり、新たな林業地も生まれた。 

(２)戦後の人工林の拡大 
(国土保全に向けた復旧造林の実施) 

昭和10年代には第二次世界大戦の拡大に伴い、軍需物資等として森林の伐採が進んだ。
また、戦後も復興のために我が国の森林は大量に伐採された。一方、食料その他多くの物
資の不足から食料生産や生活必需品の確保が優先され、造林を行う余力が少なかったため、
造林面積は低位となった。これらの結果、昭和24(1949)年における造林未済地は約150万
haに上り、我が国の森林は大きく荒廃した状況にあった。また、昭和20年代には、各地で
大型台風等による大規模な山地災害や水害が発生した。 

こうした中で、国土保全の面から早急な国土緑化の必要性が国民の間で強く認識される
ようになり、育苗・造林技術の確立していたスギ等を用いた復旧造林が各地で実施された。
このような復旧造林の取組は、引揚者も含め人口が多かった山村における雇用対策の側面
もあった。さらに、昭和25(1950)年には「荒れた国土に緑の晴れ着を」をスローガンに第
１回の全国植樹祭が山梨県で開催され、以後国土緑化運動の中心的行事として毎年開催さ
れている。こうした一連の施策により、戦後約10年を経た昭和31(1956)年度には、それま
での造林未済地への造林がほぼ完了した。 
(旺盛な木材需要に対応した拡大造林の進展) 

昭和25(1950)年頃から我が国の経済は復興の軌道に乗り、住宅建築等のための木材の需
要は急速に増大し、木材価格も大幅に上昇した。一方、昭和30年代以降は、石油やガスへ
の燃料転換や化学肥料の使用が一般化したことに伴い、里山の広葉樹林等の天然林がそれ
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までのように薪炭用林や農用林として利用されなくなってきた。このような経済状況から、
国内における木材の大幅な増産、そのための天然林の伐採と人工林化を望む声が大きくな
った。 

また、パルプ用材については、原料の大部分を占めていたマツ類の原木の調達が困難に
なっていたことを背景に、原料を広葉樹に転換するための設備投資が急速に行われたこと
により、広葉樹の利用が後押しされた。この
ようにして里山の薪炭林や奥地の天然広葉
樹林が伐採された跡地には、早期の森林回復
と将来の高い収益を見込み、成⾧が早く建築
用材等としての利用価値が高いスギ等の針
葉樹を植栽する拡大造林が進展した(資料 特
－３)。昭和40年代半ばまで、伐採跡地等にお
いてスギを中心として毎年40万ha弱の造林
が行われ、その後、拡大造林は急速に減少し
た(資料 特－４)。その要因としては、造林対
象地が少なくなったこと、残っているのは権
利関係が複雑で造林を進めにくい森林であ
ったこと、外材輸入の増加等による木材価格
の先行き不安、労賃や苗木代
等の経費の増大などがあっ
た。 

このように、昭和20年代後
半から40年代にかけて集中的
にスギ等の人工林が造成され
たことにより、人工林面積は
昭和24(1949)年の約500万ha
から現状の約1,000万haまで
に達するとともに、スギはそ
のうちの約４割を占める主要
林業樹種となった。 

 

資資料料  特特－－３３  造林作業の様子 

熊本県(昭和37(1962)年) 

資資料料  特特－－４４  戦後の樹種別造林面積の推移 

資料：林野庁整備課調べ。 
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花粉は、種や属ごとに特徴的な形態
を持ち、湖底等の堆積物中では⾧期間
保存されることから、過去の植生の変
遷を解明する有効な手段の一つとし
て、花粉の含有量や割合を分析する手
法が用いられる。 

寒冷な氷期や温暖な間氷期を繰り
返してきた過去40万年の日本列島の
植生の変遷を調べると、氷期にはマツ
科のトウヒ類やモミ類が増え、間氷期
にはスギやヒノキ等の温帯性針葉樹
が優勢だったと考えられている。ま
た、各間氷期においても、広葉樹の出
現率が異なるなど、様々な植生が成立
していたことが明らかになってきて
いる。 

花粉からわかる過去の森林の変化 
西日本における氷期・間氷期変動と植生変遷 

注：MIS(海洋酸素同位体ステージ)は、海洋底堆積物の酸素
同位体比を基に定められている寒暖を表す時代区分。 

資料：湯本貴和編「シリーズ 日本列島の三万五千年－人と自然
の環境史６ 環境史をとらえる技法」(2011)を一部改変。 
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